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様式１

書写の目標について

【教科の目標】

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を

尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【学年・領域等の目標など】

〔知識及び技能〕の「(3) 我が国の言語文化に関する事項」のうち、書写に関する事項

［第１学年及び第２学年］

(ｱ) 姿勢や筆記具の持ち方を正しくして書くこと。

(ｲ) 点画の書き方や文字の形に注意しながら、筆順に従って丁寧に書くこと。

(ｳ) 点画相互の接し方や交わり方、長短や方向などに注意して、文字を正しく書くこと。

［第３学年及び第４学年］

(ｱ) 文字の組立て方を理解し、形を整えて書くこと。

(ｲ) 漢字や仮名の大きさ、配列に注意して書くこと。

(ｳ) 毛筆を使用して点画の書き方への理解を深め、筆圧などに注意して書くこと。

［第５学年及び第６学年］

(ｱ) 用紙全体との関係に注意して、文字の大きさや配列などを決めるとともに、書く速さを

意識して書くこと。

(ｲ) 毛筆を使用して、穂先の動きと点画のつながりを意識して書くこと。

(ｳ) 目的に応じて使用する筆記具を選び、その特徴を生かして書くこと。

【参考】

○ 目標の改善

国語科で育成を目指す資質・能力を「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」と

規定するとともに、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人

間性等」の三つの柱で整理した。また、このような資質・能力を育成するためには、児童が

「言葉による見方・考え方」を働かせることが必要であることを示している。

学年の目標についても、従前、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の領域

ごとに示していた目標を、教科の目標と同様に、「知識及び技能」、「思考力，判断力，表現

力等」、「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理した。

○ 標準授業時数

毛筆を使用する書写の指導に配当する授業時数は、第３学年以上に「年間30単位時間程度」

とする。
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

号

第１学年 書写101 あたらしい しょしゃ 一

第２学年 書写201 新しい しょしゃ 二

２・東書 第３学年 書写301 新しい書写 三

観 第４学年 書写401 新しい書写 四

点 第５学年 書写501 新しい書写 五

第６学年 書写601 新しい書写 六

取 ○ 硬筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

扱 ている。

内 第1,2学年～ 文字を比べ、画の長さや方向の違いを確かめたり、画の接し方や交わ

容 り方などに気を付けて書いたりする活動を通して、文字を正しく書く。

第3,4学年～ 文字の大きさや字間を確かめたり、行の中心や行間に気を付けたりす

る活動を通して、配列に注意して書く。

第5,6学年～ 用紙に合った文字の大きさを確かめたり、文字の位置、字間及び行間

に気を付けて書いたりする活動を通して、配列を意識して書く。

〇 毛筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

ている。

第3,4学年～ １～２字の漢字や平仮名の題材で、点画それぞれの書き方、字形及び

穂先の方向などを確かめる活動を通して、点画の種類を理解し筆圧など

に注意して書く。

第5,6学年～ 漢字や平仮名の題材で、終筆から始筆への動きなど、点画相互、文字

相互のつながりを確かめる活動を通して、穂先の動きと点画のつながり

を意識して書く。

〇 硬筆と毛筆の関連については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成でき

るようになっている。

第3,4学年～ 点画の種類や書き方、部首と部首の組立て方など、毛筆で学んだこと

を生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を身

に付ける。

第5,6学年～ 点画のつながりや接し方、文字相互のつながりなど、毛筆で学んだこ

とを生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を

身に付ける。

〇 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような

学習活動が取り上げられている。

第1,2学年～ 「できるように なったよ」（第１学年）において、点画の書き方に

気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、がんばっ

たことやできるようになったことをカードに書く活動を行い、書いた内

容を友達と伝え合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第3,4学年～ 「はがきでつたえよう」（第３学年）において、文字の大きさや字間

に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、はがき

を書く活動を行い、これまでの学習をどのように生かしたか友達と話し

合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第5,6学年～ 「書写展覧会を開こう」（第６学年）において、文字の大きさや配列

に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、色紙な

どに将来の夢を書く活動を行い、これまでの学習をどのように生かした

か友達と話し合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

学
習
指
導
要
領
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則
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び
各
教
科
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各
学
年
の
目
標
、
内
容
等
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〇 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。

内 第１学年～ 平仮名について「曲がり、折れ」など、点画の書き方を確かめた後に、

容 片仮名や漢字の文字の形の違いについて取り扱うなど、系統的・発展的

の に学習できるような工夫（判型はＡＢ判）

構 第２学年～ 片仮名や漢字について、点画の長短や方向、接し方や交わり方を確か

成 めた後に、文章表記について取り扱うなど、系統的・発展的に学習でき

・ るような工夫（判型はＡＢ判）

排 第３学年～ 毛筆について１字の漢字の筆圧、点画の筆使いを確かめた後に、２字

列 の平仮名の「曲がり」などの筆使いについて取り扱うなど、系統的・発
、

展的に学習できるような工夫（判型はＡＢ判）

分 第４学年～ 毛筆について１字の漢字の画の長さ、間隔、方向を確かめた後に、２

量 字の漢字の組立てや平仮名の筆使いについて取り扱うなど、系統的・発

等 展的に学習できるような工夫（判型はＡＢ判）

第５学年～ 点画の組立て方や配列を確かめた後に、目的に応じて筆記具を選択し、

様々な用紙に書く活動について取り扱うなど、系統的・発展的に学習で

きるような工夫（判型はＡＢ判）

第６学年～ 点画のつながり、書く速さ、字形の整え方を確かめた後に、文字の大

きさと配列に注意して書く活動について取り扱うなど、系統的・発展的

に学習できるような工夫（判型はＡＢ判）

〇 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 硬筆は43ページであり、総ページ数は49ページで、前回より約20％増

となっている。

第２学年～ 硬筆は34ページであり、総ページ数は45ページで、前回より約10％増

となっている。

第３学年～ 硬筆は20ページ、毛筆は27ページであり、総ページ数は57ページで、

前回より約16％増となっている。

第４学年～ 硬筆は16ページ、毛筆は25ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

第５学年～ 硬筆は17ページ、毛筆は25ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

第６学年～ 硬筆は17ページ、毛筆は22ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

〇 課題解決のヒントを与えるキャラクターが登場したり（全学年）、手紙を書く学

使 習（第２学年）や古文を視写する学習（第５学年）などの国語の学習との関連を図

用 ったりするなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

上

の 〇 学習過程を分かりやすく図解した「書写の学び方」を掲載したり（第２学年以上）、

配 教材ごとに自己評価のための「振り返って話そう」を設けたり（全学年）するなど、

慮 児童が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされている。

等

〇 当該学年の指導事項を児童に分かりやすく説明した「集めて使おう、書写のかぎ」

を掲載したり（全学年）、カラーバリアフリーへの配慮やユニバーサルデザインフ

ォントを使用したり（全学年）するなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

他
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

号

第１学年 書写102 みんなとまなぶ しょうがっこうしょしゃ 一ねん

第２学年 書写202 みんなと学ぶ 小学校しょしゃ 二年

11・学図 第３学年 書写302 みんなと学ぶ 小学校書写 三年

観 第４学年 書写402 みんなと学ぶ 小学校書写 四年

点 第５学年 書写502 みんなと学ぶ 小学校書写 五年

第６学年 書写602 みんなと学ぶ 小学校書写 六年

取 ○ 硬筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

扱 ている。

内 第1,2学年～ 画の長さや方向の違いを確かめたり、点画相互の間や交わり方、接し

容 方などに気を付けて書いたりする活動を通して、文字を正しく書く。

第3,4学年～ 画の長短や文字の中心を確かめたり、文字の大きさや文字と文字との

間に気を付けて書いたりする活動を通して、配列に注意して書く。

第5,6学年～ 用紙に対する文字の大きさを確かめたり、用紙の上下・左右の余白に

気を付けて書いたりする活動を通して、配列を意識して書く。

○ 毛筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

ている

第3,4学年～ １～２字の漢字、平仮名及び片仮名の題材で、漢字と平仮名の筆使い

の違いや文字の組立て方を確かめる活動を通して、点画の種類を理解し

筆圧などに注意して書く。

第5,6学年～ 平仮名や漢字仮名交じりの文言の題材で、点画のつながりと筆順との

関連を確かめる活動を通して、穂先の動きと点画のつながりを意識して

書く。

○ 硬筆と毛筆の関連については、次のような学習活動を取り上げ、目標が達成でき

るようになっている。

第3,4学年～ 点画の方向や間隔、画の長短及び字形の整え方など、毛筆で学んだこ

とを生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を

身に付ける。

第5,6学年～ 穂先の動き、点画のつながり及び文字の大きさなど、毛筆で学んだこ

とを生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を

身に付ける。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような

学習活動が取り上げられている。

第1,2学年～ 「文字の形」（第２学年）において、文字の形の違いに気を付けて書

くという課題を設定し、見通しをもたせるとともに、漢字の外形を確か

めて書く活動を行い、これまでの学習を振り返るなど、考えを広げたり

深めたりする活動

第3,4学年～ 「ひらがな」（第３学年）において、漢字と平仮名の筆使いの違いに

注意して書くという課題を設定し、見通しをもたせるとともに、始筆や

方向に気を付けて書く活動を行い、これまでの学習を振り返るなど、考

えを広げたり深めたりする活動

第5,6学年～ 「字形を整える」（第６学年）において、字形を整えて書くという課

題を設定し、見通しをもたせるとともに、筆順、外形、組立てに気を付

けて書く活動を行い、これまでの学習を振り返るなど、考えを広げたり

深めたりする活動

学
習
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内 ○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。

容 第１学年～ 平仮名について「曲がり、折れ」など、点画や文字の形を確かめた後

の に、片仮名や漢字の形や画の長さなどについて取り扱うなど、系統的・

構 発展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

成 第２学年～ 片仮名や漢字について点画の方向や点画の接し方、交わり方を確かめ

・ た後に、文章表記について取り扱うなど、系統的・発展的に学習できる

排 ような工夫（判型はＢ５判）

列 第３学年～ 毛筆について１字の漢字の始筆、送筆、終筆や点画、筆圧について確
、

かめた後に、２字の平仮名の筆使いについて取り扱うなど、系統的・発

分 展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

量 第４学年～ 毛筆について２字の漢字の字形や文字の組立て方を確かめた後に、平

等 仮名の筆使いや文字の大きさと配列について取り扱うなど、系統的・発

展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

第５学年～ 穂先の動きと点画のつながりを確かめた後に、文字と行の中心や文字

の大きさと配列について取り扱うなど、系統的・発展的に学習できるよ

うな工夫（判型はＢ５判）

第６学年～ 穂先の動きと点画のつながりや字形の整え方を確かめた後に、用紙に

合った文字の大きさや配列について取り扱うなど、系統的・発展的に学

習できるような工夫（判型はＢ５判）

○ 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 硬筆は37ページであり、総ページ数は50ページで、前回より約22％増

となっている。

第２学年～ 硬筆は33ページであり、総ページ数は47ページで、前回より約15％増

となっている。

第３学年～ 硬筆は14ページ、毛筆は20ページであり、総ページ数は51ページで、

前回より約４％増となっている。

第４学年～ 硬筆は18ページ、毛筆は22ページであり、総ページ数は59ページで、

前回より約31％増となっている。

第５学年～ 硬筆は18ページ、毛筆は21ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約18％増となっている。

第６学年～ 硬筆は15ページ、毛筆は16ページであり、総ページ数は51ページで、

前回より約24％増となっている。

使 ○ 用語の解説をするキャラクターが登場したり（全学年）、俳句を視写する学習（第

用 ３学年）や文学教材を視写する学習（第５学年）などの国語の学習との関連を図っ

上 たりするなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

の

配 ○ 学習過程を分かりやすく示した「学習の進め方」を掲載したり（全学年）、実際

慮 に文字を書き込み自己評価を行う「振り返ろう」を設けたり（全学年）するなど、

等 児童が主体的に取り組むことができるような工夫がなされている。

○ 巻頭・巻末に学習のめあてや裏表紙に学習内容を一覧で示した「保護者の方へ」

を掲載したり（全学年）、カラーユニバーサルデザインへの配慮やユニバーサルデ

ザインフォントを使用したり（全学年）するなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

他
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

号

第１学年 書写103 しょうがく しょしゃ 一ねん

第２学年 書写203 小学 しょしゃ 二年

17・教出 第３学年 書写303 小学 書写 三年

観 第４学年 書写403 小学 書写 四年

点 第５学年 書写503 小学 書写 五年

第６学年 書写603 小学 書写 六年

取 ○ 硬筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

扱 ている。

内 第1,2学年～ 文字を比べ、画の方向の違いを確かめたり、画相互の間や画の長さな

容 どに気を付けて書いたりする活動を通して、文字を正しく書く。

第3,4学年～ 文字の大きさや行の中心を確かめたり、書き出しの位置に気を付けて

書いたりする活動を通して、配列に注意して書く。

第5,6学年～ 用紙に合った文字の大きさを確かめたり、行間や上下・左右の余白に

気を付けて書いたりする活動を通して、配列を意識して書く。

○ 毛筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

ている

第3,4学年～ １～２字の漢字、平仮名及び片仮名の題材で、曲がりや折れなど点画

それぞれの筆の動きを確かめる活動を通して、点画の種類を理解し筆圧

などに注意して書く。

第5,6学年～ 平仮名や漢字仮名交じりの文言の題材で、文字の大きさや配列と関連

付けて、文字のつながりを確かめる活動を通して、穂先の動きと点画の

つながりを意識して書く。

○ 硬筆と毛筆の関連については、次のような学習活動を取り上げ、目標が達成でき

るようになっている。

第3,4学年～ 平仮名の筆使い、文字の組立て及び字形を整えるなど、毛筆で学んだ

ことを生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎

を身に付ける。

第5,6学年～ 文字どうしの大きさや配列、点画のつながりなど、毛筆で学んだこと

を生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を身

に付ける。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような

学習活動が取り上げられている。

第1,2学年～ 「文字をくらべて話し合おう」（第２学年）において、点画の書き方

や文字の形に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるととも

に、「ためし書き」と「まとめ書き」を書く活動を行い、友達とどのよ

うに変わったのかを伝え合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第3,4学年～ 「レッツ・トライ」（第４学年）において、字間、行間、配列、及び

余白に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、学

習内容を発表するための資料を書く活動を行い、内容を分かりやすく伝

える工夫について伝え合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第5,6学年～ 「レッツ・トライ」（第６学年）において、文字の大きさや余白に気

を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、色紙に自作

の俳句などを書く活動を行い、友達とよく書けているところを評価し合

うなど、考えを広げたり深めたりする活動
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内 ○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。

容 第１学年～ 平仮名について「曲がり、折れ」など、点画や文字の形を確かめた後

の に、片仮名や漢字の画の方向について取り扱うなど、系統的・発展的に

構 学習できるような工夫（判型はＢ５判）

成 第２学年～ 片仮名や漢字について点画の方向、長さ、接し方及び交わり方を確か

・ めた後に、文章表記について取り扱うなど、系統的・発展的に学習でき

排 るような工夫（判型はＢ５判）

列 第３学年～ 毛筆について１字の漢字の始筆、送筆、終筆や点画、筆圧、字形を確
、

かめた後に、２字の平仮名の筆使いについて取り扱うなど、系統的・発

分 展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

量 第４学年～ 毛筆について点画の種類を復習し、筆順と字形を確かめた後に、平仮

等 名の筆使いや文字の組立て方について取り扱うなど、系統的・発展的に

学習できるような工夫（判型はＢ５判）

第５学年～ 文字の組立て方や穂先の動き、筆順と字形を確かめた後に、文字の大

きさや点画のつながりについて取り扱うなど、系統的・発展的に学習で

きるような工夫（判型はＢ５判）

第６学年～ 文字の大きさと配列、点画のつながりを確かめた後に、小筆を使用し、

用紙に合った文字の大きさや配列について取り扱うなど、系統的・発展

的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

○ 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 硬筆は39ページであり、総ページ数は49ページで、前回より約９％増

となっている。

第２学年～ 硬筆は28ページであり、総ページ数は41ページで、前回と同様となっ

ている。

第３学年～ 硬筆は20ページ、毛筆は30ページであり、総ページ数は61ページで、

前回より約３％増となっている。

第４学年～ 硬筆は21ページ、毛筆は28ページであり、総ページ数は61ページで、

前回より約７％増となっている。

第５学年～ 硬筆は22ページ、毛筆は26ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

第６学年～ 硬筆は15ページ、毛筆は26ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

使 ○ 学習のガイダンスをするイラストが登場したり（全学年）、文学教材を視写する

用 学習（第２学年）や新聞を書く学習（第４学年）などの国語の学習との関連を図っ

上 たりするなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

の

配 ○ 学習過程を分かりやすく示した「学習の進め方」を掲載したり（全学年）、教材

慮 ごとに学習内容についての自己評価欄を設けたり（全学年）するなど、児童が主体

等 的に取り組むことができるような工夫がなされている。

○ 巻頭に文字に関連したコラムを掲載したり（第３学年以外）、色覚等の特性をふ

まえた、判読しやすい配色、レイアウト及びユニバーサルデザインフォントを使用

したり（全学年）するなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

他
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

号

第１学年 書写104 しょしゃ 一ねん

第２学年 書写204 しょしゃ 二年

38・光村 第３学年 書写304 書写 三年

観 第４学年 書写404 書写 四年

点 第５学年 書写504 書写 五年

第６学年 書写604 書写 六年

取 ○ 硬筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

扱 ている。

内 第1,2学年～ 文字を比べて、画の長さや方向の違いを確かめたり、画の付き方や交

容 わり方などに気を付けて書いたりする活動を通して、文字を正しく書く。

第3,4学年～ 文字の中心をそろえ、行を整えることを確かめたり、字間に気を付け

て書いたりする活動を通して、配列に注意して書く。

第5,6学年～ 用紙に対する文字の大きさを確かめたり、用紙に合わせた字間や余白

に気を付けて書いたりする活動を通して、配列を意識して書く。

○ 毛筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

ている。

第3,4学年～ １～２字の漢字や平仮名の題材で、漢字と平仮名の筆使いの違いや画

の方向などの動きを確かめる活動を通して、点画の種類を理解し筆圧な

どに注意して書く。

第5,6学年～ 平仮名や漢字仮名交じりの文言の題材で、筆や小筆を使用して点画相

互、文字相互のつながりを確かめる活動を通して、穂先の動きと点画の

つながりを意識して書く。

○ 硬筆と毛筆の関連については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成でき

るようになっている。

第3,4学年～ 点画の筆使い、字形の整え方及び文字の配列など、毛筆で学んだこと

を生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を身

に付ける。

第5,6学年～ 穂先の動き、点画のつながり及び文字の大きさや配列など、毛筆で学

んだことを生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の

基礎を身に付ける。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような

学習活動が取り上げられている。

第1,2学年～ 「できているかな」（第１学年）において、筆記具の持ち方に気を付

けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、鉛筆の持ち方に

ついて友達どうしで確認し合う活動を行い、よい点などについて友達と

伝え合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第3,4学年～ 「リーフレットの書き方」（第４学年）において、文字の大きさや配

列に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、調べ

たことを紹介するリーフレットを書く活動を行い、内容や見やすさなど

の観点で友達と読み合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第5,6学年～ 「めざせ！新聞記者」（第５学年）において、文字の配列や筆記具の

選択に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとともに、新

聞記事を書く活動を行い、紙面を読みやすくする工夫を友達と話し合う

など、考えを広げたり深めたりする活動
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○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。

内 第１学年～ 平仮名について「曲がり、折れ」など、点画や文字の形を確かめた後

容 に、片仮名や漢字の点画や文字の形について取り扱うなど、系統的・発

の 展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

構 第２学年～ 漢字について筆順、点画の方向、点画の接し方や交わり方を確かめた

成 後に、文字の中心について取り扱うなど、系統的・発展的に学習できる

・ ような工夫（判型はＢ５判）

排 第３学年～ 毛筆について１字の漢字の点画や穂先の向き、筆圧との関係を確かめ

列 た後に、２字の平仮名の筆使いについて取り扱うなど、系統的・発展的
、

に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

分 第４学年～ 毛筆について部分の組立て方や筆順、字形を確かめた後に、平仮名の

量 筆使いや２字の漢字の大きさについて取り扱うなど、系統的・発展的に

等 学習できるような工夫（判型はＢ５判）

第５学年～ 穂先の動きや点画のつながりと字形、文字の組立て方を確かめた後に、

用紙に合った文字の大きさについて取り扱うなど、系統的・発展的に学

習できるような工夫（判型はＢ５判）

第６学年～ 穂先の動きと点画のつながりや、筆順と点画のつながりを確かめた後

に、用紙に合った文字の大きさや配列について取り扱うなど、系統的・

発展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

○ 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 硬筆は34ページであり、総ページ数は45ページで、前回より約15％増

となっている。

第２学年～ 硬筆は27ページであり、総ページ数は41ページで、前回より約11％増

となっている。

第３学年～ 硬筆は13ページ、毛筆は23ページであり、総ページ数は57ページで、

前回より約４％増となっている。

第４学年～ 硬筆は16ページ、毛筆は19ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

第５学年～ 硬筆は19ページ、毛筆は20ページであり、総ページ数は55ページで、

前回より約17％増となっている。

第６学年～ 硬筆は17ページ、毛筆は16ページであり、総ページ数は53ページで、

前回より約８％増となっている。

○ 分かりやすい図やイラストを掲載したり（全学年）、原稿用紙に書く学習（第２

使 学年）や短歌をつくって書く学習（第６学年）などの国語の学習との関連を図った

用 りするなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

上

の ○ 学習過程を分かりやすく示した「学習の進め方」を掲載したり（第３学年以上）、

配 教材ごとに学習内容についての自己評価欄を設けたり（全学年）するなど、児童が

慮 主体的に取り組むことができるような工夫がなされている。

等

○ 裏表紙に児童自らが繰り返し確認できるような筆記具の持ち方を掲載したり（第

３学年以上）、図表などに識別しやすい組合わせの色やユニバーサルデザインフォ

ントを使用したり（全学年）するなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

他
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

号

第１学年 書写105 しょうがくしょしゃ 一ねん

第２学年 書写205 小学しょしゃ 二年

116・日文 第３学年 書写305 小学書写 三年

観 第４学年 書写405 小学書写 四年

点 第５学年 書写505 小学書写 五年

第６学年 書写605 小学書写 六年

取 ○ 硬筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

扱 ている。

内 第1,2学年～ 誤った文字と比べ、画の方向の違いを確かめたり、画の接し方や交わ

容 り方などに気を付けて書いたりする活動を通して、文字を正しく書く。

第3,4学年～ 文字の中心の目安となる画を確かめたり、字間や行間に気を付けて書

いたりする活動を通して、配列に注意して書く。

第5,6学年～ 用紙に合った文字の大きさを確かめたり、字間、行間及び余白に気を

付けて書いたりする活動を通して、配列を意識して書く。

○ 毛筆については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成できるようになっ

ている。

第3,4学年～ １～２字の漢字、平仮名及び片仮名の題材で、点画それぞれの形や字

形、筆使いを確かめる活動を通して、点画の種類を理解し筆圧などに注

意して書く。

第5,6学年～ 漢字や漢字仮名交じりの文言の題材で、正しい筆順を意識し、点画か

ら点画へのつながりを確かめる活動を通して、穂先の動きと点画のつな

がりを意識して書く。

○ 硬筆と毛筆の関連については、次のような学習活動を取り上げ、目標を達成でき

るようになっている。

第3,4学年～ 漢字、平仮名及び片仮名の筆使い、点画の種類、及び文字の組立てな

ど、毛筆で学んだことを生かして硬筆で書く活動を通して、硬筆による

書写の能力の基礎を身に付ける。

第5,6学年～ 文字の大きさ、配列、文字の組立て方など、毛筆で学んだことを生か

して硬筆で書く活動を通して、硬筆による書写の能力の基礎を身に付け

る。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような

学習活動が取り上げられている。

第1,2学年～ 「あったことをスピーチしよう」（第１学年）において、点画の書き

方や文字の形に気を付けるなど、課題を設定し、見通しをもたせるとと

もに、スピーチ原稿を書く活動を行い、書いた内容を友達と発表し合う

など、考えを広げたり深めたりする活動

第3,4学年～ 「お気に入りの本をしょうかいしよう」（第４学年）において、行の

中心に文字をそろえて書くなど、課題を設定し、見通しをもたせるとと

もに、本を紹介するリーフレットを書く活動を行い、読みやすくするた

めの工夫について伝え合うなど、考えを広げたり深めたりする活動

第5,6学年～ 「提案文を書いて、話し合おう」（第５学年）において、目的に応じ

て使用する筆記具を選ぶなど、課題を設定し、見通しをもたせるととも

に、提案文を書く活動を行い、読みやすい紙面にするための工夫につい

て話し合うなど、考えを広げたり深めたりする活動
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○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。

内 第１学年～ 平仮名について「とめ、はらい」などの点画の書き方や文字の形を確

容 かめた後に、漢字や片仮名の点画や書き方などについて取り扱うなど、

の 系統的・発展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

構 第２学年～ 漢字について筆順、文字の形、点画の長短や方向を確かめた後に、点

成 画の接し方や交わり方について取り扱うなど、系統的・発展的に学習で

・ きるような工夫（判型はＢ５判）

排 第３学年～ 毛筆について漢字の点画や穂先の向き、筆圧との関係を確かめた後に、

列 文字の中心や２字の平仮名の筆使いについて取り扱うなど、系統的・発
、

展的に学習できるような工夫（判型はＢ５判）

分 第４学年～ 毛筆について字形の整え方や部分の組立て方を確かめた後に、平仮名

量 の筆使いや文字の大きさについて取り扱うなど、系統的・発展的に学習

等 できるような工夫（判型はＢ５判）

第５学年～ 字形の整え方や、穂先の動きと点画のつながりを確かめた後に、文字

の大きさや配列について取り扱うなど、系統的・発展的に学習できるよ

うな工夫（判型はＢ５判）

第６学年～ 文字の組立て方や点画のつながりと筆順を確かめた後に、用紙に合っ

た文字の大きさや配列について取り扱うなど、系統的・発展的に学習で

きるような工夫（判型はＢ５判）

○ 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 硬筆は31ページであり、総ページ数は40ページで、前回と同様となっ

ている。

第２学年～ 硬筆は29ページであり、総ページ数は40ページで、前回と同様となっ

ている。

第３学年～ 硬筆は20ページ、毛筆は28ページであり、総ページ数は56ページで、

前回より約８％増となっている。

第４学年～ 硬筆は21ページ、毛筆は27ページであり、総ページ数は56ページで、

前回より約８％増となっている。

第５学年～ 硬筆は17ページ、毛筆は23ページであり、総ページ数は52ページで、

前回と同様となっている。

第６学年～ 硬筆は17ページ、毛筆は23ページであり、総ページ数は52ページで、

前回と同様となっている。

○ 課題解決に向けたヒントを与えるキャラクターが登場したり（全学年）、本を紹

使 介する学習（第４学年）や提案文を書く学習（第５学年）などの国語の学習との関

用 連を図ったりするなど、児童の学習意欲を高める工夫がなされている。

上

の ○ 学習過程を分かりやすく示した「（書写）学習の進め方」を掲載したり（全学年）、

配 教材ごとに学習内容についての自己評価欄を設けたり（全学年）するなど、児童が

慮 主体的に取り組むことができるような工夫がなされている。

等

○ 巻頭に当該学年の指導事項を児童向けに示した「〇年生の目標」を掲載したり（全

学年）、左利きでも視写できるレイアウトの工夫やユニバーデザインフォントを使

用したり（全学年）するなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

他
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様式３

◎調査項目

① 硬筆、毛筆それぞれのページ数（第３学年以上）と総ページ数（全学年）

・硬筆のページ数及び総ページ数に占める割合

・毛筆のページ数及び総ページ数に占める割合

② 硬筆と毛筆の関連を図っている教材数

③ 発展的な学習内容を取り上げているページ数

④ 北海道とかかわりのある内容を取り上げている資料等の数

⑤ ＵＲＬ・ＱＲコードを掲載している箇所数

◎調査項目にした理由

① 第３学年以上において、毛筆を使用する書写の指導に配当する時数が定められていること

から、硬筆と毛筆の各分量や全体としての分量を把握する必要があるため。

② 毛筆を使用する書写の指導においては、硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指導する

ことが求められていることから、硬筆と毛筆との関連の取扱いについて把握する必要がある

ため。

③ 児童の系統的な学習に資するよう、教科書上において「発展的な学習内容」であることを

可能な範囲で明示することが求められていることから、発展的な学習内容の掲載の状況につ

いて把握する必要があるため。

④ 児童の興味・関心を生かした学習が促されるよう工夫することが求められていることか

ら、北海道にかかわりのある内容の掲載の状況について把握する必要があるため。

⑤ 学習上の参考に供するために必要な情報の適切な取扱いが求められていることから、児童

の主体的な学習につながるＵＲＬ・ＱＲコードの掲載の状況について把握する必要があるた

め。
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様式４

発行者 東 書 学 図

調査項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

指導事項ア 硬筆 12 10 8 14 12 12 9 14 5 12 14 9

に 関 す る 割合 24% 22% 14% 26% 23% 23% 18% 30% 10% 20% 26% 18%

ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 0 21 17 16 ― ― 4 12 8 6

割合 ― ― 0% 40% 32% 30% ― ― 8% 20% 15% 12%

指導事項イ 硬筆 35 20 6 9 8 10 27 17 8 12 11 14

① 硬筆、毛筆そ に 関 す る 割合 71% 44% 11% 17% 15% 19% 54% 36% 16% 20% 21% 27%

れぞれのペー ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 4 11 18 18 ― ― 0 0 10 12

ジ数と総ペー 割合 ― ― 7% 21% 34% 34% ― ― 0% 0% 19% 24%

ジ数 指導事項ウ 硬筆 6 18 16 5 10 6 8 20 9 11 7 2

に 関 す る 割合 12% 40% 28% 9% 19% 11% 16% 43% 18% 19% 13% 4%

ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 26 15 6 4 ― ― 16 10 3 2

割合 ― ― 46% 28% 11% 8% ― ― 31% 17% 6% 4%

硬筆 43 34 20 16 17 17 37 33 14 18 18 15

毛筆 0 0 27 25 25 22 0 0 20 22 21 16

総ページ数 49 45 57 53 53 53 50 47 51 59 53 51

前回の総ページ数 41 41 49 49 49 49 41 41 49 45 45 41

増減 20% 10% 16% 8% 8% 8% 22% 15% 4% 31% 18% 24%

硬筆と毛筆の 指導事項アに関する教材数 ― ― 0 6 4 3 ― ― 1 3 2 2

② 関連を図って 指導事項イに関する教材数 ― ― 1 1 4 4 ― ― 0 0 3 2

いる教材数 指導事項ウに関する教材数 ― ― 8 2 1 1 ― ― 5 3 0 0

③ 発展的な学習内容を取り上げている教材数（※１） 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

④ 北海道との関連を取り上げている資料数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2

⑤ ＵＲＬ・ＱＲコードを掲載している箇所数（※２） 10 9 24 22 20 20 10 10 13 12 10 11

（※１）調査項目③については、編修趣意書において、発展的な学習内容として示されている教材

を対象とする。

（※２）調査項目⑤については、東書は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「Ｄマーク」、学図は「ＵＲＬ」

「ＱＲコード」、教出は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「まなびリンク」、光村は「ＵＲＬ」「ＱＲ

コード」、日文は「ＵＲＬ」「マーク」を対象とする。

硬筆、毛筆の

ページ数
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発行者 教 出 光 村

調査項目 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

指導事項ア 硬筆 7 10 4 11 15 13 10 9 2 7 14 10

に 関 す る 割合 14% 24% 7% 18% 28% 25% 22% 22% 4% 13% 25% 19%

ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 0 19 16 24 ― ― 0 14 13 9

割合 ― ― 0% 31% 30% 45% ― ― 0% 26% 24% 17%

指導事項イ 硬筆 31 15 8 10 8 8 28 11 3 9 6 9

① 硬筆、毛筆そ に 関 す る 割合 63% 37% 13% 16% 15% 15% 62% 27% 5% 17% 11% 17%

れぞれのペー ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 5 4 17 20 ― ― 2 5 11 14

ジ数と総ペー 割合 ― ― 8% 7% 32% 38% ― ― 4% 9% 20% 26%

ジ数 指導事項ウ 硬筆 7 17 12 4 5 6 6 15 9 3 6 4

に 関 す る 割合 14% 41% 20% 7% 9% 11% 13% 37% 16% 6% 11% 8%

ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 30 18 4 4 ― ― 23 8 6 3

割合 ― ― 49% 30% 8% 8% ― ― 40% 15% 11% 6%

硬筆 39 28 20 21 22 15 34 27 13 16 19 17

毛筆 0 0 30 28 26 26 0 0 23 19 20 16

総ページ数 49 41 61 61 53 53 45 41 57 53 55 53

前回の総ページ数 45 41 59 57 49 49 39 37 55 49 47 49

増減 9% 0% 3% 7% 8% 8% 15% 11% 4% 8% 17% 8%

硬筆と毛筆の 指導事項アに関する教材数 ― ― 0 5 3 3 ― ― 0 6 3 2

② 関連を図って 指導事項イに関する教材数 ― ― 0 0 5 3 ― ― 1 2 4 4

いる教材数 指導事項ウに関する教材数 ― ― 7 3 0 0 ― ― 8 2 0 0

③ 発展的な学習内容を取り上げている教材数（※１） 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1

④ 北海道との関連を取り上げている資料数 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 1

⑤ ＵＲＬ・ＱＲコードを掲載している箇所数（※２） 3 3 6 6 6 6 7 7 18 18 17 15

（※１）調査項目③については、編修趣意書において、発展的な学習内容として示されている教材

を対象とする。

（※２）調査項目⑤については、東書は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「Ｄマーク」、学図は「ＵＲＬ」

「ＱＲコード」、教出は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「まなびリンク」、光村は「ＵＲＬ」「ＱＲ

コード」、日文は「ＵＲＬ」「マーク」を対象とする。

硬筆、毛筆の

ページ数
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発行者 日 文

調査項目 １ ２ ３ ４ ５ ６

指導事項ア 硬筆 6 7 5 10 10 7

に 関 す る 割合 15% 18% 9% 18% 19% 13%

ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 0 19 14 14

割合 ― ― 0% 34% 27% 27%

指導事項イ 硬筆 25 17 7 9 6 11

① 硬筆、毛筆そ に 関 す る 割合 63% 43% 13% 16% 12% 21%

れぞれのペー ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 0 11 18 16

ジ数と総ペー 割合 ― ― 0% 20% 35% 31%

ジ数 指導事項ウ 硬筆 4 11 9 6 4 3

に 関 す る 割合 10% 28% 16% 11% 8% 6%

ペ ー ジ 数 毛筆 ― ― 28 15 4 6

割合 ― ― 50% 27% 8% 12%

硬筆 31 29 20 21 17 17

毛筆 0 0 28 27 23 23

総ページ数 40 40 56 56 52 52

前回の総ページ数 40 40 52 52 52 52

増減 0% 0% 8% 8% 0% 0%

硬筆と毛筆の 指導事項アに関する教材数 ― ― 0 6 3 3

② 関連を図って 指導事項イに関する教材数 ― ― 0 2 4 4

いる教材数 指導事項ウに関する教材数 ― ― 9 4 0 0

③ 発展的な学習内容を取り上げている教材数（※１） 0 1 0 0 1 1

④ 北海道との関連を取り上げている資料数 0 0 0 1 0 0

⑤ ＵＲＬ・ＱＲコードを掲載している箇所数（※２） 4 4 7 7 6 6

（※１）調査項目③については、編修趣意書において、発展的な学習内容として示されている教材

を対象とする。

（※２）調査項目⑤については、東書は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「Ｄマーク」、学図は「ＵＲＬ」

「ＱＲコード」、教出は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「まなびリンク」、光村は「ＵＲＬ」「ＱＲ

コード」、日文は「ＵＲＬ」「マーク」を対象とする。

硬筆、毛筆の

ページ数
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別記

様式４の調査項目②［硬筆と毛筆の関連］の具体的な内容

学 調査 東 書 学 図 教 出 光 村 日 文

年 項目

指導 ・画の長短と文字の

事項 中心「山里」

３ ア

指導 ・三 年 生 の ま と め ・三 年 生 の ま と め

事項 「水」 「水玉」

イ

指導 ・筆圧「大」 ・横画「二」 ・「横画」の筆使い ・横画「二」 ・横画「一二」

事項 ・横画「一」 ・た て 画 と は ら い 「二」 ・たて画「土」 ・たて画「川」

ウ ・たて画と点「下」 「木」 ・「たて画」の筆使 ・おれ「日」 ・おれ「日」

・おれ「日」 ・おれとはね「月」 い「土」 ・右はらい「木」 ・はらい「人」

・はらい「人」 ・曲がりとおれ、点 ・「はらい」の筆使 ・点・はね「小」 ・はねと点「小」

・曲 が り と 反 り 「ビル」 い「大」 ・曲がり「元」 ・曲がりとおれ「ビ

「光」「心」 ・ひらがな「つり」 ・「おれ」と「はね」 ・丸み「つり」 ル」

・ひらがな「つり」 の筆使い「力」 ・三 年 生 の ま と め ・そり「式」

・三 年 生 の ま と め ・ひらがなの筆使い 「水玉」 ・や わ ら か い 曲 線

「水」 「つり」 「つり」

・「曲がり」と「お ・三 年 生 の ま と め

れ」の筆使い「ビ 「水玉」

ル」

・学習のまとめ「光」

指導 ・画の長さと間かく ・筆 順 と 字 形 「 左 ・筆 順 と 字 形 「 左 ・部分の組み立て方 ・筆 使 い と 字 形

事項 「羊」 右」 右」 （左右）「林」 「光」

４ ア ・画の方向（左はら ・文 字 の 組 み 立 て ・文字の組み立て方 ・部分の組み立て方 ・画の方向「友」

い）「麦」 「明星」 （左右）「林」 （かまえ・たれ） ・筆 順 と 字 形 「 左

・筆 順 と 字 形 「 左 ・点画の方向と間か ・文字の組み立て方 「原」 右」

右」 く「果物」 （上下）「笛」 ・部分の組み立て方 ・左右の組み立て方

・組み立て方（左右 ・文字の組み立て方 （上下）「雲」 ①「土地」

の部分）「土地」 （選たく）「土 ・筆 順 と 字 形 「 左 ・上下の組み立て方

・組み立て方（上下 地」「岩山」 右」 ①「竹笛」

の部分）「竹笛」 ・学習のまとめ「平 ・画の方向「麦」 ・四 年 生 の ま と め

・四 年 生 の ま と め 和」 ・四 年 生 の ま と め 「歩み」

「手話」 「大地」

指導 ・四 年 生 の ま と め ・漢字どうしの大き ・文字の大きさ「白

事項 「手話」 さ「白馬」 馬」

イ ・四 年 生 の ま と め ・四 年 生 の ま と め

「大地」 「歩み」

指導 ・ひらがな（折れ・ ・曲がりと反り「元 ・点 画 の 筆 使 い ・結び「はす」 ・筆 使 い と 字 形

事項 折り返し）「わざ」 気」 「花」 ・四 年 生 の ま と め 「光」

ウ ・四 年 生 の ま と め ・点画の交わり方と ・ひらがなの筆使い 「大地」 ・むすび「はす」

「手話」 接し方「友」 「はす」 ・文字の大きさ「白

・ひらがな「ます」 ・学習のまとめ「平 馬」

和」 ・四 年 生 の ま と め

「歩み」
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学 調査 東 書 学 図 教 出 光 村 日 文

年 項目

指導 ・漢字どうしの大き ・文 字 と 行 の 中 心 ・文字の大きさ（漢 ・文字の大きさ（漢 ・文字の大きさ「読

事項 さ「白鳥」 「平和」 字 ど う し ） 「 白 字 と 仮 名 ） 「 読 む」

５ ア ・漢字と漢字、漢字 ・文字の大きさと配 雲」 む」 ・配列「実りの秋」

と か な の 大 き さ 列「考える子」 ・文字の大きさ（漢 ・用紙に合った文字 ・五 年 生 の ま と め

「自然を守る」 字と平仮名）「登 の大きさ「飛行」 「出発」

・行の中心（小筆） る」 ・五 年 生 の ま と め

「雪とけて村一ぱ ・学習のまとめ「考 「近づく春」

いの子どもかな」 える子」

・五年生まとめ「星

ふる町」

指導 ・組み立て方（にょ ・「にょう」の筆使 ・文字の組み立て方 ・点画のつながりと ・点画の組み立て方

事項 う）「道」 い「道」 （中と外）「草原」 字形「ふるさと」 「春」

イ ・ひらがな（点画の ・ほ先の動きと点画 ・文字の組み立て方 ・筆順と字形「成長」 ・部分の組み立て方

つながり）「きず のつながり「あこ （中と外）と、穂 ・部分の組み立て方 「道」

な」 がれ」 先の動き「道」 （にょう）「道」 ・ほ先の動きと点画

・点画のつながりと ・点画のつながりと ・筆 順 と 字 形 「 成 「友達」 の つ な が り 「 成

接し方「成長」 筆順「飛ぶ」 長」 ・五 年 生 の ま と め 長」

・五年生まとめ「星 ・穂先の動きと、線 「近づく春」 ・五 年 生 の ま と め

ふる町」 のつながり「あこ 「出発」

がれ」

・学習のまとめ「考

える子」

指導 ・五年生まとめ「星

事項 ふる町」

ウ

指導 ・用紙に合った文字 ・字形を整える「固 ・文字の大きさと配 ・用紙に合った文字 ・文字の大きさと余

事項 の大きさ「中秋の い約束」 列「歩む」 の 大 き さ と 配 列 白「名月や池をめ

６ ア 名月」 ・文字の大きさと配 ・文字の大きさと配 「さみだれをあつ ぐ り て 夜 も す が

・文字の大きさと配 列「実りの秋」 列、点画のつなが めて早し最上川」 ら」

列（小筆）「追い り「思いやり」 ・六 年 生 の ま と め ・配列「夕やけ雲」

求 め て い る う ち ・学習のまとめ「旅 「旅立ちの朝」 ・六 年 生 の ま と め

に、不意に夢は実 立ちの時」 「永遠」

現 す る も の だ 。

「海のいのち」よ

り）

・六 年 生 の ま と め

「新たな世界」

指導 ・組み立て方（三つ ・文 字 の 組 み 立 て ・文字の組み立て方 ・点画のつながりと ・部分の組み立て方

事項 の部分）「湖」 「風」 （ 三 つ の 部 分 ） 読みやすさ「きず 「仲間」

イ ・点 画 の つ な が り ・ほ先の動きと点画 「湖」 な」 ・三つの部分の組み

「旅行」 のつながり「思い ・文字の大きさと配 ・筆順と点画のつな 立て方①「湖」

・ひらがな（文字と やり」 列、点画のつなが がり「快晴」 ・点画のつながりと

文字のつながり） り「思いやり」 ・部分の組み立て方 筆順「飛ぶ」

「あられ」 ・学習のまとめ「旅 （ 三 つ の 部 分 ） ・六 年 生 の ま と め

・六 年 生 の ま と め 立ちの時」 「湖」「街角」 「永遠」

「新たな世界」 ・六 年 生 の ま と め

「旅立ちの朝」

指導 ・六 年 生 の ま と め

事項 「新たな世界」

ウ
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別記

様式４の調査項目④〔北海道とかかわりのある内容〕の具体的な内容

者 学年 領域名または 北海道とかかわりのある記述内容 掲載してい

単元名（教材名） るページ

学 第４学年 書写のしりょう館 ・「北海道」（手本） Ｐ49

図 都道府県名を書こう

・「愛国駅（帯広市）」（写真） Ｐ49

第５学年 書写の資料館 ・「北海道」（手本） Ｐ38

都道府県名を書こう

・「東藻琴芝桜公園（網走郡大空町）」（写 Ｐ39

真）

第６学年 書写の資料館 ・「北海道」（手本） Ｐ39

都道府県名を書こう

・「野塚展望台（利尻郡利尻富士町）」（写 Ｐ39

真）

教 第４学年 レッツ・トライ ・「北海道」（手本） Ｐ29

出 はがき「けい老の日の

はがき」

光 第５学年 めざせ！ 新聞記者 ・イランカラプテ新聞（自然とともに生き Ｐ22～25

村 るアイヌの豊かな文化を題材とした手書

きの新聞記事）

都道府県漢字 ・北海道（手本） Ｐ44

第６学年 ポスターを作るときの ・雪まつりへＧＯ！ さっぽろ雪まつりの Ｐ25

工夫 よさをみんなに知ってもらうために、来

ている人にインタビューをしよう。（ポス

ターの題名、見出し）

日 第４学年 都道府県名の書き方 ・北海道（手本） Ｐ45

文


